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2018 年度事業報告 

2018年4月1日から2019年3月31日まで 

 

 一般財団法人 中部圏地域創造ファンド 

 

 一般財団法人中部圏創造ファンドは、地域や社会の課題解決に向けて活動するＮＰＯ等を

はじめとする民間公益活動団体及びその実施する民間公益活動を支援することを目的に、

2018年2月15日に設立した。 

 実質的な初年度となった2018年度（平成30年度）は、本法人の活動基盤を整備する年度と

位置づけ、基金の仕組みを作り寄付募集活動を開始するとともに、助成金等による支援活動

を実施した。また、民間公益活動支援のあり方などを調査しつつ、2019年度に開始される休

眠預金資金分配団体公募に向けて、情報収集等を行った。 

 

１ 財団内に設置する基金の種類と受入・助成の実施状況 

 ・本財団内に3種類の基金を設置することとし、2018年9月1日付けで 募集要項をホー 

 ムページなどに公開し、個別の寄付依頼活動も実施した。寄付申込みを受けて設置した基 

 金と NPO 等への助成の状況は次のとおり。 

 

（１）“わたしの基金”（冠基金） 

  ＜寄付者の志に基づいて設置する基金で、寄付者は名称、助成対象、助成期間などを 

   指定できるもの。＞ 

 ① 東海ろうきん未来応援寄付金 

   2018年6月26日、東海労働金庫からの寄付金916,636円で設置し、公募により助  

  成対象ＮＰＯ等を選定し、助成金等による支援を実施した。 

  ●募集期間:2018年6月5～7月5日 

  ●対象テーマと寄付額:子どもの健全育成、就労支援とも1件30万円、計60万円 

  ●活動への寄付額:各テーマ1件 30 万円、2件で合計 60 万円 

  ●活動対象期間:2018年8月1日～12月31日 

  ●応募状況:41団体から44事業(子どもの健全育成32事業、就労支援12事業) 

  ●選考結果 

  《子どもの健全育成》 NPO 法人子どもサポートクラブ東海(犬山市) 

   事業名：発達障がいをもつ子どもを地域で守り育てよう 



2   

   *地域の幅広い人材により課題解決に取組む体制づくりなどが評価された。 

  《就労支援》夢育プロジェクト(豊田市)「外国籍の若者たちへの就労支援」 

   *外国籍若者が就労の場で必要な様々なことを習得するための取組が評価された。 

  ●非資金的支援:活動期間中に団体を訪ね、意見交換を実施 

 ② 水谷潤平教育基金 

  2018年10月11日、個人の寄付5万円で設置。「竹の子ボランティアサークル（名    

  古屋市中村区を中心に、子ども・若者を主体とする地域活動を展開するボランティア 

  団体）への寄付を提案し、賛同を得て4万円を同団体に寄付した。  

（２）“いいね！基金”（共感基金） 

 「Ⅰ 日本社会が抱えている主要な課題に対する支援」、「Ⅱ 中部圏が特に対応を迫 

 られている課題に対する支援」及び「Ⅲ 民間公益活動団体の持続発展性を高める団体  

 支援」の3つの視点から合計で8つの基金を設定。 

 ・2018年12月25日、 Ⅲの内の「民間公益団体の組織基盤強化を支援する基金」へ  

 100,000円の寄付を受入れた。（ただし、使途を“ＮＰＯに対する研修事業”に限定す 

 る条件付き）※助成事業は、2019年度実施の予定。 

（３）財団応援基金 

 ＜本法人の運営を支援する基金。＞ 

 ・2018年5月8日に30万円、同6月21日に10万円の計40万円を受入れ。本法人の自 

 主事業や管理費用に充てた。 

 

２ 東海ろうきんＮＰＯ育成助成事業の受託 

 東海労働金庫からＮＰＯの育成を支援する「東海ろうきんＮＰＯ育成助成事業（ＮＰＯへ

の助成金1,000万円）を、企画コンペの結果受託し、助成先ＮＰＯの公募等を実施した。 

・契約日：2018年12月21日 

・業務委託料：300万円（内、2018年度中支払は100万円） 

・学識者や愛知、岐阜、三重の中間支援ＮＰＯの5名で組織する運営委員会を発足し、企画

運営と審査体制を整備。 

・2019年1月初頭から公募を開始し、同年2月末までに東海3県の86団体の助成申請を受け付

けた。（愛知 、岐阜  、三重） 

・2019年3月中に１次（書類）審査を実施し、翌年度4月に２次（ヒアリング）審査を実施予

定。 
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部 門（採択件

数） 
申請件数 ２次審査対象 

 

 

 

全 部 門 

総数    86件 

（内訳） 

・愛知県 36件（名古屋市を除く） 

・名古屋市 32件 

・岐阜県 11件 

・三重県  ７件 

総数    27件 

（内訳） 

・愛知県   6件（名古屋市を除く） 

・名古屋市 13件 

・岐阜県    4件 

・三重県  4件 

Ａ 新規事業創出部

門 
⇒新しく活動を始める場 

 合や新しい課題に取り 

 組むことを支援 

 （10件程度、1件30 

    万円まで） 

総数    45件 

（内訳） 

・愛知県  18件（名古屋市を除く） 

・名古屋市 19件 

・岐阜県 4件 

・三重県 4件 

総数    16件 

（内訳） 

・愛知県   4件（名古屋市を除く） 

・名古屋市 7件 

・岐阜県 2件 

・三重県 3件 

Ｂ 事業の継続発展部門 

⇒事業の継続発展を支援 

  
（4件程度、1件100万 

   円まで） 

総数    35件 

（内訳） 

・愛知県 17件（名古屋市を除く） 

・名古屋市 11件 

・岐阜県  5件 

・三重県  2件 

総数    9件 

（内訳） 

・愛知県  1件（名古屋市を除く） 

・名古屋市  6件 

・岐阜県  2件 

・三重県  0件 

Ｃ 組織強化部門 

⇒事業の展開や変化に対 

 応して組織強化に取り 

 組むことを支援 

  

（3件程度、1件100万 

  円まで） 

総数    6件 

（内訳） 

・愛知県 1件 

（名古屋市を除く） 

・名古屋市 2件 

・岐阜県 2件 

・三重県 1件 

総数    2件 

（内訳） 

・愛知県 1件 

（名古屋市を除く） 

・名古屋市 0件 

・岐阜県 0件 

・三重県 1件 

 

３ フォーラム等の実施 

（１）ＣＲＣＤＦフォーラム1を開催 

 日時：平成３０年８月５日（日） 午後1 時30 分～4 時30 分 
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 会場：名古屋国際センター 別棟ホール 

 テーマ：NPO 等民間公益活動への資金の流れをどうつくるか！ 

 ①基調講演  

  講師：萩原なつ子（休眠預金等活用審議会委員、(特)日本ＮＰＯセンター副代表理事、 

           立教大教授） 

  講演テーマ：休眠預金等活用制度の基本方針について～休眠預金等活用審議会での論 

        点～ 

 ②中部圏地域創造ファンドの紹介:中部圏地域創造ファンド理事 大西光夫 

 ③パネルディスカッション 

 パネリスト： 

  萩原なつ子（基調講演者） 

  松井真理子（(特)みえＮＰＯネットワークセンター代表理事、市民社会研究所代表、 

         四日市大教授） 

  加藤義人（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング(株)政策研究事業本部執行役員） 

 コメンテーター： 

  雨森孝悦（モリコロ基金運営委員、日本福祉大学教授） 

  鵜飼宏成（一宮市市民税１％寄付制度審査委員長、(特)起業支援ネット理事、愛知学 

       院大教授） 

 コーディネーター 

  後藤澄江（モリコロ基金運営委員会副委員長、東海社会学会会長、日本福祉大教授） 

   ※講師等の役職名は開催当時のもの。 

 主催 ：一般財団法人中部圏地域創造ファンド 

 共催：(特)ぎふ NPO センター、(特)みえ NPO ネットワークセンター、(特)浜松 NPO    

    ネットワークセンター、(特)長野県 NPO センター、(特)ボランタリーネイバーズ 

 参加費：2,000 円  参加者 93 名  

 収入 2,000 円×80 名＝160,000 円 

 支出 367,466 円 （会場費 165,800 円 講師謝金 126,009 円 資料代その他  

           75,657 円） 

 

（２）ＮＰＯ役職員との意見懇談会の開催 

  中部圏のＮＰＯの若手・中堅役職員と本財団の意見交換の場として開催。民間公益活動  

 の現場の課題について議論し、支援のあり方について検討した。また、参加者から当法人 

 の運営を担う次世代の人材発掘をおこなう。 

 ・参加対象：20代～50代の NPO の役職員  
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 ①第1回 

   日 時：2018年11月3日（土）15時～17時 

   テーマ：ＣＲＣＤＦをどうつくっていきたいか 

   参加者：16名 

 ②第2回 

   日 時：2018年12月10日（日）14時～17時 

   テーマ：研修企画について 

   参加者：14名 

 

4．休眠預金資金分配団体公募への対応 

①指定活用団体に指定された一般財団法人日本民間公益活動連携機構（ＪＡＮＰＩＡ）と 

 の意見交換 

  日 時：2019年2月5日（火）15時～16時 

  場 所：ＪＡＮＰＩＡ会議室（東京都千代田区） 

  参加者：ＪＡＮＰＩＡ 専務理事・事務局長、事務局次長ほか2名 

      本財団 理事など３名 

  内 容：本財団から活動状況の紹介や当地域の市民活動について説明。ＪＡＮＰＩＡか 

      らは、「市民など皆と議論しながら工夫していきたい」などの発言があった。 

 

5．理事会、評議員会の開催 

①平成３０年度第１回理事会 

  日時：平成３０年５月１９日（土） 午前１０時３０分   

  場所：愛知県林業会館 ２階会議室 

  議題：平成２９年度事業報告案・決算報告案、平成３０年度事業計画・収支予算、業務執行理 

     事・顧問・政策委員・事務局長の選任等 

②平成３０年度定時評議員会 

  日時：平成３０年６月５日（火） 午後６時   

  場所：愛知県林業会館 ２階会議室 

  議題：平成２９年度事業報告・決算報告 

  報告事項：平成３０年度事業計画・収支予算、業務執行理事・顧問・政策委員・事務局長の選任 

       等 

③平成３０年度第２回理事会 

  日時：平成３０年１０月１５日（月） 午後６時０分   

  場所：愛知県林業会館 ２階会議室 



6   

  議題：諸規則・規程の制定※、評議員会へ提案する資産運用規程案ならびに評議員会規 

    則案、決議の省略による、みなし評議員会の招集 

  ※理事会規則、理事の職務権限規程、事務局規程、情報公開規程、倫理規定、経理規 

程、寄付金等取扱規程、個人情報保護規程 

  報告事項：平成３０年度上半期の事業、理事長及び業務執行理事の職務執行状況に関する報告 

④平成３０年度 評議員会 (決議の省略の方法による) 

  日時：平成３０年１１月１５日（木）    

  決議：資産運用規程ならびに評議員会規則の制定  

⑤平成３０年度第３回理事会 

  日時：平成３１年１月２１日（月） 午後６時０分   

  場所：愛知県林業会館 ２階会議室 

  決議：旅費規程の制定 

    報告事項：東海ろうきんＮＰＯ育成助成事業について、ＮＰＯ役職員との意見懇談会の  

       開催 

⑥平成３０年度第４回理事会 

  日時：平成３１年３月２１日（木） 午後３時０分   

  場所：愛知県林業会館 ２階会議室 

  決議：2019 年度事業計画、2019 年度予算案、諸規則・規程の制定※、短期借入金の借 

     入金限度額の承認 

  ※コンプライアンス規程、公益通報者保護に関する規程、就業規則、賃金規程、退職 

   金規程、介護休業及び介護短時間勤務に関する規程、育児休業、育児のための時間外       

   深夜業の制限、育児短時間勤務及び子の看護休暇に関する規程、慶弔見舞金規程 

   報告事項：東海ろうきんＮＰＯ育成助成事業について、休眠預金制度について 

 

 


